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２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、そ
の
申
出
に
係
る
技
術
基
準
を
策
定
し
、

又
は
変
更
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
そ
の
旨
を
申
出
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
」に
、「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」

を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
中
「
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
特
定
無
線
設
備
の
種
別
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め

る
」
を
「
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
特
定
無
線
設
備
の
種
別

三

そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
」
を
「
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
」
に

改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
公
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
も
、
同
様

と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
六
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
総
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
百
十
六
条
第
十
六
号
」
を
「
第
百
十
六
条
第
十
八
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
十
七
第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
十
八
条
の
十
八
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第

三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
十
九
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に

改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
三
項
中
「
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
及

び
第
四
項
」
に
、「
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
中
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
第
二
号
中
」
に
改
め
、「
基
づ
く
」

と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」と
」

を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
の
二
十
九
中
「
第
三
十
八
条
の
二
十
か
ら
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
及
び
第
三
十
八
条
の
二

十
か
ら
」
に
改
め
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
中
「
前
項
第
一
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、「
第
三
十
八
条

の
二
十
二
第
一
項
及
び
」
を
「
同
項
及
び
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
三
十
第
三
項
第
三
号
中
「
と
き
。

当
該
」
を
「
と
き

当
該
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号

と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
と
き
。

当
該
」
を
「
と
き

当
該
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一

号
中
「
と
き
。

当
該
」
を
「
と
き

当
該
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一

当
該
外
国
取
扱
業
者
が
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を

せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き

当
該
届
出
に
係
る
特
定
無
線
設
備
の
認
証
工
事
設
計

第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
四
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に
、「
か

ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
四
項
前
段
」
に
改
め
、「
承
認
証
明
機
関
に
つ
い
て
、」の
下
に
「
第
三
十
八

条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
後
段
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
」

を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、「
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条

の
六
第
三
項
」
を
加
え
、「
と
、
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
」
を
「
と
、
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
第
二
号
」に
改
め
、

「
係
る
工
事
設
計
に
基
づ
く
」
と
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
中
「
前
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
と
」
を
加
え
、「
及
び
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
」
に
、「
並
び
に
同
項
第
三

号
」
を
「
及
び
同
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
中
「
無
線
検
査
簿
、」を
削
る
。

第
七
十
条
の
七
第
四
項
及
び
第
七
十
条
の
九
第
三
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
の
三
の
二
第
十
一
項
の
表
第
三
十
八
条
の
五
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第

三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
八
条
の
五
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一

号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
八
条
の
十
七
第
二
項
第
三
号
の
項
及
び

第
三
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め

る
。第

七
十
一
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
技
術
基
準
適
合
命
令
）

第
七
十
一
条
の
五

総
務
大
臣
は
、
無
線
設
備
が
第
三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
無
線
設
備
を
使
用
す
る
無
線
局
の
免
許
人
等
に
対
し
、
そ
の
技
術
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
当
該
無
線

設
備
の
修
理
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
三
条
第
四
項
中
「
総
務
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
第
七
十
一
条
の
五
の
無
線
設
備
の
修
理
そ
の
他
の
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
と
き
」
を
加
え
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
登
録
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停

止
し
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
若
し
く
は
制
限
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
制
限
若
し
く
は
禁
止
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
第
四
号
中
「
又
は
制
限
」
を
「
若
し
く
は
制
限
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
禁
止
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、同
条
第
二
項
中「
前

項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
そ
の
登
録
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
」
を
「
そ
の
登
録
に
係
る
無
線
局
の
運

用
の
停
止
を
命
じ
、
運
用
許
容
時
間
、
周
波
数
若
し
く
は
空
中
線
電
力
を
制
限
し
、又
は
新
た
な
開
設
を
禁
止
す
る
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
包
括
免
許
人
又
は
包
括
登
録
人
が
こ
の
法
律
、
放
送
法
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命

令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
三
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
包
括
免
許
又
は
第
二
十
七

条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
無
線
局
の
新
た
な
開
設
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
六
条
の
二
中
「
特
定
無
線
局
に
つ
い
て
」
を
「
特
定
無
線
局
（
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線

局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
見
出
し
を「（
電
波
の
発
射
の
防
止
）」に
改
め
、
同
条
中
「
空
中
線
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
」
を
「
空

中
線
の
撤
去
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
電
波
の
発
射
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
」
に

改
め
る
。

第
九
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
中「（
包
括
免
許
の
有
効
期
間
）」の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
（
特

定
無
線
局
の
開
設
等
の
届
出
）」を
加
え
、「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改

め
、「（
検
査
）」の
下
に
「
、
第
七
十
八
条
（
電
波
の
発
射
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）」を
加
え
、
同
項
第
三
号
中「
第

七
十
六
条
第
三
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
」
を
「
第
七
十
六
条
第
四
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
、「
同

条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
を
「
同
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

第
九
十
九
条
の
十
一
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
前
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）」

に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
の
十
二
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

第
百
条
第
五
項
中「（
技
術
基
準
）」の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
二
（
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
）、

第
七
十
一
条
の
五
（
技
術
基
準
適
合
命
令
）」を
加
え
る
。
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